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縄文杉周辺の再整備について 

 

環境省九州地方環境事務所 

 

１．これまでの経緯 

平成 24年度 

・縄文杉の樹勢等経過観察の結果、正面大枝の基部に空洞を含む腐朽部分を確認 

・大枝落下の危険回避措置として、林野庁デッキの一部（林野庁北デッキ）を立入制 

限。大枝のケーブリング措置等 

 

平成 25年度 

・縄文杉周辺の再整備について検討開始。林野庁北デッキを撤去。 

 

平成 26年度 

・地域関係者との意見交換、現地検討を踏まえ、林野庁北デッキの代替施設の案を確 

定。設計業務を開始。 

・林野庁南デッキについても、代替施設を設置する方針策定 

 

平成 27年度 

・林野庁北デッキ代替施設（環境省デッキ①）の設置工事 

・林野庁南デッキ代替施設（環境省デッキ②）の位置等について、関係者と現地検討 

会。関係者意見を踏まえて設計業務開始 

・環境省デッキ①供用開始（平成 28年３月 29日～） 

 

２．環境省デッキ②等設置および林野庁南デッキ撤去等工事の報告 

平成 28年 12月 10日～ 工事着工 

 

平成 29年 3月 15日    一部（林野庁南デッキ跡地木道）暫定供用 

             縄文杉周辺植生保護柵拡張（林野庁） 

 

平成 29年 3月 30日   環境省デッキ②本格供用 

     ※縄文杉大枝のケーブリングの撤去は、平成 29年度に実施予定。 
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（さしかえ予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省デッキ② 

環境省デッキ① 


